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{目的]
当 セ ン タ ー で は 毎年新入 生 に 、 入 学 時 の UPI
(U niversity Personality Inventory) と 、 内科医
に よ る 全員 面接 を 行 な っ て い る 。 今回、 新入生全
員 面接 お よ び UPI を 用 い た そ の 後 の 就学状況 と
セ ン タ ー 利用 の予測 に つ い て検討 し た 。
[方法]
富 山 大 学 芸 術 文 化 学 部 の 平 成 22 年 度 入 学 生
120 人 を 対象 と し 、 ベ ー ス ラ イ ン 指標 と フ ォ ロ ー
指標 の 関 連 に つ い て 、 解析 ソ フ ト SPSS を 用 い
て カ イ 二乗検定 を 行 っ た 。
ベ ー ス ラ イ ン 指標 と し て 、 UPI 記録 ( 相 談希望
の 緊急性 )、 医 師 に よ る 面接記録 (①身体、 心 に
関 す る 症状②生活習 慣 ( 食事、 睡 眠 の 乱 れ )、 ③
自 宅生 / 一人暮 ら し) を 用 い 、 フ ォ ロ ー 指標 と し
て 、 平成 22 年 4 月 ~ 平成 24 年 5 月 ま で の 保健
管理セ ン タ 一 利用記録 ( 身体、 心 に 関す る 症状 と
回 数) 、 カ ウ ン セ リ ン グ利 用 、 就学継続状況 を 用
い た 。
面接 は 、 5 月 下旬 か ら 6 月 中旬 に 、 健康ス ポ ー
ツ I 授業 (必修科 目 ) と の連携で行い 、 授業内 に
5 � 6 人 の グ ル ー プ毎 に 保健 管 理 セ ン タ ー に 来
て 、 体組成系 に よ る 計測 と 医師 に よ る 個別面接 と
い う 形で実施 し た。 面接時 間 は 1 人 5 分� 20 分
と し た 。 面接 内 容 は 、 健康診断結果 (結果 を 説明
し て 渡す ) 、 既往歴 や 治療 中 の 病気等、 自 宅生 か
一 人暮 ら し か、 環境の変化に伴い発生 し やす い項
目 と し て 、 自 覚症状 ( 身体 ・ 心) 、 生活習慣 (睡眠 ・
食事の乱れ) 、 大学生活 (授業 や 人 間 関係) 、 UPI
の相談希望 ・ 必要の 緊急性 に つ い て聴取 し た 。
[結果】
UPI 記録では、 「で き る だけ早 く 相談希望」 は全
体の 1%、 「機会があ れば相談希望」 は 8% であ っ た。
そ の 後 の 医 師 に よ る 面接 記録 で は 、 57% で 身
体 の 症状、 12 % で 心 の 症状 の 自 覚、 17% で 食事
の 乱 れ、 5% で 睡 眠 の 乱 れ の 自 覚 を 認め た。 一 人
暮 ら し は全体の 63% で あ っ た ( 図 1 ) 。
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図 1 . UPI 相談希望 と 全員面接の結果
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保健管理セ ン タ ー 利用記録で は 、 面接後の 身体
症状で の 利用 は 全体 の 86%、 心 の 症状で の 利 用
は全体の 13% であ っ た。 カ ウ ン セ リ ン グ利用 は 、
全体の 7 % で、 心の症状で保健管理セ ン タ ー を 利
用 し た 学 生 の 約 半数で あ っ た 。 就学継続状況 は 、
退学者が 3 % で休学者が 1 % で あ っ た。
面接時 の 身体 ・ 心の症状や食事 ・ 睡眠の乱れは
い ず れ も UPI で の 相 談希 望 と 関 連 を 認 め た ( 図
2 ) 。 面接時心 の症状 を 認め た 例 で は、 そ の 後心
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図 2 . 面接時の身体 ・ 心症状、 食事 ・ 睡眠の乱れ と
UPI 相談希望の緊急性 と の関連
の症状でセ ン タ ー利用、 カ ウ ン セ リ ン グ利用 が多
か っ た。 ま た 面接時身体症状 を 認 め た 例 も 、 心の
症状で の セ ン タ ー利用、 カ ウ ン セ リ ン グ利用 が有
意 に 多 か っ た ( 図 3 ) 。 食事の 乱 れ の 自 覚 は 一 人
暮 ら し と は有意 な 関連 は な か っ た が、 そ の後心の
症状での セ ン タ ー利用が多 か っ た 。 面接時 に 睡 眠
の乱れを 自 覚 し て い る 者で は、 退学者が有意 に 多
か っ た が、 う ち UPI で 不 眠 あ り と 回 答 し て い た
例 は な か っ た (図 4 ) 。 結果 を 以下 に ま と め る 。
l . 面接時 に認め た 身体 ・ 心の症状や食事 ・ 睡眠
の 乱 れ は い ず れ も UPI で の 相 談希 望 と 関 連 し
た 。
2 . 面接時心の症状 を 認め た例 で は、 そ の後心の
症状での セ ン タ ー利用、 カ ウ ン セ リ ン グ利用 が
多 か っ た 。
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図 3 . 面接時の心 ・ 身体の症状 と 、 そ の後の保健管
理セ ン タ 一利用状況 と の関連
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図 4 . 面接時の睡眠の乱れ と そ の後退学例 と の関連
3 . 面接時身体症状 を 認 め た 例 も 同様 に 、 そ の 後
心の症状での セ ン タ 一 利 用 、 カ ウ ン セ リ ン グ利
用 が有意 に多 か っ た 。
4 . 食事の乱れの 自 覚 は 、 一人暮 ら し と は 有 意 な
関 連 は な か っ た が、 食事の乱れの 自 覚群 で は そ
の後心の症状で の セ ン タ 一利用が多 か っ た 。
5 . 睡 眠 の 乱 れ の 自 覚群 で は 退学 例 が 有 意 に 多
か っ た 。 こ の う ち UPI で 不 眠 あ り と 回 答 し て
い た例 は な か っ た 。
[考察]
平 山 の 報告で は UPI と 面接併用 の 有 用 性 に つ
新入生全員面接お よ び UPI を用 いた 55 
その後の就学状況 と セ ン タ ー利用 の予測 につい ての検討
い て 、 心理 テ ス ト ま た は 健康調査 + 全員 面接 の
組み合わせの場合 に 問 題 を 把握で き る 率が最 も 高
い と し て い る 1 ) 。 ま た 、 蔵本 ら の 報 告 に よ る と 、
UPI 後 の 呼 び 出 し面接 (30 項 目 以上 に 該 当 し た
者、 Q25 項 目 に 該当 し た 者 を 対象 に 実施) を 6 �
7 月 に行い、 約 6 割 に お い て 入学直後の何 ら かの
ス ト レ ス を 感 じ て い た 2 ) 。 当 セ ン タ ー で は 、 入学
時の UPI と 6 月 に 全 員 面接 を 行 っ て お り 、 新入
生がス ト レ ス を 感 じ て い る 時期 に 、 問題の把握で
き る 率が高 い と 思 わ れ る 方法 を 用 い て い る 。 今回 、
こ れ ら の結果 と 、 そ の後 の 身体症状、 心の症状で
の保健管理セ ン タ ー 利用 や就学継続状況 と の 関 連
に つ い て検討 し た 。
今 回 の 検討 で は、 UPI で の 相 談希 望 と 面接 時
の 訴 え と の 関連 に つ い て、 面接時 の 身体 ・ 心の症
状や 食事 ・ 睡 眠 の 乱 れが い ず れ も UPI で の 相 談
希望 と 関 連 を 示 し た。 UPI で相 談希望 の 緊急性
に よ り 呼び出 し を 行い 、 話 を す る 機会 を 作 る こ と
は、 面接 よ り も 早期 に 問題解決 に つ な が る 可能性
があ る 点 で意義があ る と 考 え ら れ る 。
ま た 本検討で は 、 面接時心の症状 を 認 め た 例 だ
け で な く 身体症状や食事の乱れの 自 覚があ っ た例
も そ の後、 心の症状で セ ン タ ー利用、 カ ウ ン セ リ
ン グ利用 が多 か っ た。 身体症状や食事の乱れ を 訴
え る 学生 は そ の後心の バ ラ ン ス も 崩 し やす い 、 ま
た は 自 覚 し や す い 可 能性 が考 え ら れ る 。 UPI 実
施時 に は、 睡眠の乱れの項 目 を 選択 し て い な か っ
た学生が全員 面接で は 、 睡眠の乱れ に 関 す る 内 容
を 訴 え て い た 。 理由 と し て、 1 対 1 の 個人面談で
あ る こ と 、 約 2 ヵ 月 の大学生活 を 経験 し た の ち に
全員 面接 を 行 っ て い る こ と な どが考 え ら れ る 。 高
橋 ら は大学新入生の生活習慣に お い て、 睡 眠 の 質
は 、 食習慣や運動習慣、 ス ト レ ス と 関連が深か っ
た と 述べ て い る 3 ) 。 ま た 中 野 ら の研究 に よ る と 、
睡 眠の 質 に かか わ る すべ て の 項 目 で う つ 傾 向 の 者
と 睡 眠 の 質が悪 い者で有意差があ っ た 4 ) 。 睡眠の
良 し 悪 し は大学生活や精神面 と の 関連があ る と 考
え ら れ、 睡 眠の乱れの 自 覚があ る 場合 に な る べ く
早 く 問題に気づ き 、 適切 な ア ド バ イ ス や生活指導
な ど に よ り 改善す る こ と が望 ま し い。 新入生全員
を 対 象 に UPI と 面接 を 行 う こ と で、 入学後 の 早
い段階で 2 つ の ス ク リ ー ニ ン グ効果があ る と 考 え
ら れ る 。 今回我々 の 行 っ た検討か ら 全員 面接 時 に
身体 ・ 心の症状、 睡眠 ・ 食事の乱れの 自 覚 に つ い
て聴取す る こ と は 、 そ の後 の 学生生活 に お け る 保
健管理セ ン タ ー の 関 わ り 方 に つ い て 、 予測す る 指
標 に な る 可能性があ る と 考 え ら れ る 。 つ ま り 、 在
学 中 に 起 こ り 得 る 心 身 の 問題 に 対 し て個 々 の学生
への充実 し た 支援す る た め の情報に な る 可能性が
あ る と 考 え ら れる 。
平 山 は 、 UPI 実施後の利用 の仕方 (呼び出 し 方 ・
伝達方法) に つ い て、 「大切 な の は、 単 に 学生 に
結果 を 知 ら せ る だ け で な く 、 相談室や保健管理セ
ン タ ー の敷居 を低め、 カ ウ ン セ ラ ー や保健師 な ど
気軽 に 話せ る 雰囲気づ く り を し 、 今後相 談 に 来 や
す く す る こ と で あ っ て 、 そ れが一番意味があ る 」
と 述べ て い る 1 ) 。 入学生全員 が保健管理セ ン タ ー
に 来 て 医 師、 看護師 と 1 対 1 で話 を す る 機会 を 作
る こ と は、 保健管理セ ン タ ー の敷居 を 低め相談 し
やす い 関係 を つ く る 効果 も あ る と 考 え ら れ る 。
UPI 実 施 に つ い て は、 学 生 呼 び 出 し 基準 を 、
選択 し た 項 目 (Q25 : 死 に た く な る 、 Q 8 : 自 分
の 過去や家庭 は不幸で あ る 等) や総得点が高 い学
生 を 対象 に し 、 事前 に 呼び出 し 面接 し て い る 大学
も あ る 。 今後、 よ り 有用 な 面接 に な る よ う 、 聴取
の 内容 や UPI の 具体的 な 項 目 が何 の 良 い 指標 に
な る か、 さ ら に 関連 を 検討 し て い き た い。
[結論]
全 員 面 接 の 結果 は UPI と と も に 、 学 生 の 心 身
の健康管理に 有用 な 予後予測指標 と な り う る と 考
え ら れ た 。 ま た、 全員 面接 は 、 入 学 時 の UPI で
ス ク リ ー ニ ン グ し き れな い 、 そ の 後の 経過 の予測
に 有用 で あ る 可能性が考 え ら れた 。
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